
専門学科を有する市立高校のあり方（有識者会議の報告書）について 

１ 有識者会議について 

専門学科を有する市立高校（福岡女子高校、博多工業高校）のあり方を検討するにあたり、

社会経済の変化や生徒及び産業界のニーズに迅速かつ的確に対応するため、令和５年８月に

外部委員にて構成する有識者会議を設置し、会議を開催した。 

 令和６年２月１日に、検討結果について報告書の提出を受けたため、概要について報告す

るもの。 

２ 報告書の概要 

（１）福岡女子高校

① 現状等

・ジェンダー平等の社会変化に対応し、性差による入学制限の可否の検討が必要。

・定員割れが発生。教育内容が中学生や社会のニーズに合わなくなりつつある。

・各学科の学びが必ずしも、その後の進路に結びついていない。生徒の大半が進学して

おり、進学のための学力が備わる学びの提供が必要。

② 有識者意見

○共学化

・女子校としての歴史は尊重されるべきであるものの、ジェンダー平等の社会変化の

中で、共学化が必要である。共学化にあたり、教育内容を見通した検討や、これま

で培ったノウハウを発揮できる学校づくりが求められる。

○学科改編

・生徒が入学後に学びを選択できるよう、総合学科への改編（１年次：共通カリキュラ

ム、２年次～：専門を選択）が求められる。

・生徒の幅広い進路選択に対応できる多様なコース設定等が必要。

○学びの内容

・家庭科の強みを生かしながら、市の施策と連携し、ビジネスや観光、工学や科学など、

多様な学びを提供することが必要。 

・大学の総合型選抜に対応するため、課題解決型学習を進めていく必要がある。

参考：有識者会議 開催経緯 

第１回会議 令和５年 ８月 24 日 高校を取り巻く環境の変化、市立高校の現状等 

第２回会議 10 月 16 日 生徒のニーズ、福岡女子高校、博多工業高校の課題等 

第３回会議 10 月 30 日 福岡女子高校の今後のあり方 

第４回会議 11 月 ６日  博多工業高校の今後のあり方 

 第５回会議 令和６年 １月 17 日 報告書（案）について 
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（２）博多工業高校

① 現状等

・現行学科が約 30 年間変わっていない。情報通信業の従業者の増加など市内産業構造が

変化しており、学科によっては、教育内容が社会のニーズにあわなくなりつつある。

・「情報処理・通信技術者」「開発・製造技術者」の需要増など、将来の労働需要の変化も 

踏まえた、教育内容の検討が必要。

② 有識者意見

○学科改編

・インテリア、建築、自動車などの分野でも、これからは情報技術にも長けている必要

がある。

・入学後に専門的な学びを選択できるよう、１年次は、総合的に工業全般の基礎・基本

を学び、２年次から専門コースを選択できるような学科構成が望ましい。

○学びの内容

・人口減少社会において、サービス維持のため産業界での自動化が進む。情報通信系の

技術者の需要増が予測され、IT 人材を育成していく必要がある。

・建設業界では人材が不足するなど、労働力不足の観点から、建築などの専門分野の学

びはこれからも社会から求められるが、技術を習得するだけでなく、語学、メンタリ

ティなども身につけられる学びの設計が求められる。

○３年間に限らない教育課程

・データサイエンスや AI などの分野は、技術者不足が顕著で、今後の伸長が予想される

が、高校３年間の学びだけでは不十分な面が否めない。

・市の施策とも連動しながら、求められる人材像や３年間に限らない教育課程

（専攻科、高等専門学校）について、施設整備や教員確保も踏まえ、詳細に検討すべ

き。

３ 今後の方向性 

福岡女子高校は、共学化と総合学科への改編について、博多工業高校は、学科改編と３年

間に限らない学びについて、具体的な検討に着手する。 
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